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水中に存在する燃料デブリが超臨界となった場合の水位と線量の関係を明らかにすることを目的として

空間依存性を考慮した動特性解析及び線量評価を行った結果、燃料デブリの一部が気中に露出しているよ

うな状態での線量が最も大きいことが明らかとなった。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所において燃料デブリの取り出し作業に臨むにあたり、起きうる再臨界事故につい

ての解析を行い、空間線量をあらかじめ評価することは重要である。ただし、このような評価を行うため

には、超臨界状態になった燃料デブリについての空間依存の動特性解析

を行ったうえで放射線輸送計算を行う必要がある。 

本研究は水中に存在する燃料デブリが超臨界となった場合のある点

における空間線量と水位の関係を明らかにすることを目的としている。 

2. 方法 

 球形状及び円柱形状の燃料デブリの一部が気中に露出しているよう

な体系や完全に水没しているような体系を複数作成し、それぞれの体系

に対して領域依存性を考慮した超臨界過渡解析及び線量評価を行った。

例として円柱燃料デブリ体系を図 1 に示す。本研究では連続エネルギー

モンテカルロコード MVP-2.0 による中性子輸送計算で得られた結果を

用いて、積分型空間依存動特性解析コード MIK[1]による動特性解

析を行った。さらに粒子・重イオン輸送計算コード PHITS を用い

て線量評価を行った。 

3. 結果 

図 2に円柱体系における水位と円柱上面中心から 3 m上部の点

における線量の関係を示す。解析の結果、本研究で想定した体系

における燃料デブリ超臨界時の水位と空間線量の関係が明らかに

なった。特に、燃料デブリの一部が気中に露出しているような状

態での線量が最も大きいことが明らかとなった。 
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図 1 円柱燃料デブリ体系 

図 2 超臨界時の水位と線量の関係 
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